
平成 22年度日本消化管学会教育集会プログラム 
『最新の消化管疾患の診断と治療のポイントを聞く』 

平成 22年 9月 26日（日）11：00～15：30 

シェーンバッハ･サボー（砂防会館別館）1階「利根」 

当番世話人：藤盛 孝博（獨協医科大学病理学（人体分子）） 

講演 1（11：00〜11：40）30分の講演と討論 10分 

「NBIによる消化管癌の診断から治療、基礎的な知識から ESDの実際まで」 

司会：佐野病院   佐野 寧 

演者：大阪府立成人病センター 上堂 文也 

講演 2（11：40〜12：30）30分の講演と討論 10分 

「ESD治療後どのような症例に外科治療をおこなうか？その成果は？」 

司会：昭和大学附属豊洲病院  熊谷 一秀 

演者：国立がん研究センター中央病院 松田 尚久  

ランチョン（12：30〜13：20） 

「消化管運動障害の基礎と臨床診断から治療まで」 

司会：順天堂大学   渡辺 純夫 

演者：群馬大学   草野 元康 

－ 休憩（10分） － 

講演 3（13：30〜14：10）30分の講演と討論 10分 

「PETによる消化管癌の転移診断」 

司会：兵庫医科大学   三輪 洋人 

演者：獨協医科大学   楫  靖 

講演 4（14：10〜14：50）30分の講演と討論 10分 

「潰瘍性大腸炎の初期変化と感染性腸炎や薬剤性腸炎をどのように鑑別治療するか」 

司会：藤田保健衛生大学  平田 一郎 

演者：大阪市立住吉市民病院  大川 清孝 

講演 5（14：50〜15：30）30分の講演と討論 10分 

「大腸過形成性ポリープ関連病変と拡大観察から治療選択まで」 

司会：岩手医科大学   菅井 有 

演者：藤井隆広クリニック  藤井 隆広 

総合質疑応答＋閉会の辞（10分） 

終了 15：40 


